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「主体的・対話的な深い学びとその評価」

【学習到達目標】

a.学力の定義の変遷について説明できる．

b.パフォーマンス評価とルーブリックの関係を説明できる．

【目 的】

主体的・対話的な深い学びと、新たな評価に
ついて理解する。



評 価
Evaluation

統 合
Synthesis

個性化
Characterization

自然化
Naturalization

分 析
Analysis

組織化
Organization

分節化
Articulation

応 用
Application

価値づけ
Valuing

精密化
Precision

理 解
Comprehension

反 応
Responding

巧妙化
Manipulation

知 識
Knowledge

受け入れ
Receiving

模 倣
Imitation

認知的領域 情意的領域 心的運動的領域

ブルームのタキソノミー



学力の構造（柴田, 1992）

学力

学んだ力＝基礎的知識・技能（学習到達度）

学ぶ力＝学び方

学ぼうとする力＝学ぶ意欲（やる気）

問題解決の思考・判断力
（論理的思考力）

問題解決の技能・表現力
（多様な学習スキル）

稲垣・鈴木：授業設計マニュアルより引用（2013）



キー・コンピテンシーと生きる力

• キー・コンピテンシー
– 社会・文化的，技術的道具を相互作用的に活用する力

– 自律的に行動する力

– 社会的に異質な集団で交流する力

• 生きる力
– 基礎・基本を確実に身に付け，いかに社会が変化しようと，
自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え， 主体的に判断し，
行動し，よりよく問題を解決する資質や能力

– 自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や
感動する心などの豊かな人間性

– たくましく生きるための健康や体力



従来の４観点 学力の３要素

知識・理解

基礎的・基本的な知識・技能

技能・表現

思考・判断
知識・技能を活用して

課題を解決するために必要な
思考力・判断力・表現力等

関心・意欲・態度 主体的に学習に取り組む態度

４観点と学力の３要素の関係

稲垣・鈴木：授業設計マニュアルより引用（2013）



ガニエの学習課題の５分類 学力の3要素

言語情報 ：物事・名称を記憶する
基礎的・基本的な
知識・技能

運動技能 ：体を動かして身につける

知的技能 ：ルールを理解し活用する
思考力・判断力・表現

力等
認知的方略：学び方を工夫する

態 度 ：気持ちを方向づける 主体的に取り組む態度

ガニェの５分類と学力の３要素の関係

稲垣・鈴木：授業設計マニュアルより引用（2013）



学習成果 具体例 目標行動

言語
情報

名称や単語などの指定
されたものを覚える

人の体に関する英単語を書
きだすことができる

言う，書く

運動
技能

体の一部や全体を使う
動作や行動

なわとびで２重跳びを５回
以上連続でできる

行う，実演する

知的
技能

ルールや原理，概念を
理解して新しい問題に
適用する

前置詞の後に置く代名詞の
例を複数挙げることができ
る

区別する，選ぶ，分
類する，例を挙げる,
つくりだす

認知的
方略

学び方や考え方を意識
して工夫・改善する

教科書を自分なりに工夫し
てノートにまとめることが
できる

採用する

態度
個人の選択や行動を方
向づける気持ち

地球に優しい生活を心がけ
ようとする

選ぶ，〜しようとす
る，〜しないように
する

学習成果と目標行動の関係

稲垣・鈴木：授業設計マニュアルより引用（2013）



教育課程企画特別部会論点整理補足資料より

観点別学習状況の評価



多様な評価方法



パーフォーマンス評価の構図

パフォーマンス

学 力

可視化
（パフォーマンス課題）

解 釈
（ルーブリック）



ルーブリック

• ルーブリックとは、「ある課題について、できるようになって
もらいたい特定の事柄を配置するための道具」

Aannelle.D.Stevens:Intoroduction to RUBRICS
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課 題

１．知識・技能と資質・能力の違いについて説明

しなさい．

２．パフォーマンス評価とルーブリックについて

具体例を示して，説明しなさい．

３．ルーブリックを児童生徒に作成させることの

メリットをグループで解説しなさい．


